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概要： 広島大学情報メディア教育研究センターでは 2001年度よりコース管理システム

(WebCT)を導入し、全学の教員が利用できるように環境を整えてきた。その後認知度も

次第に上がり、幾つかの学内プロジェクトで使用されるようにはなったが、普通の教員が

普段の授業で使うという活用方法が広く普及しているとは言えない状況であった。その中

で、2004年頃より全学の方針としてコース管理システムの利用促進が掲げられるように

なり、WebCT100プロジェクトというキャンペーンも行われた。ここでは広島大学での

コース管理システムの運用状況について紹介をする。

1 はじめに
NIMEによる調査によると、WebCT、Blackboard、

Moodle、Internet Navigware といったコース管理
システム（もしくはラーニングマネージメントシス
テム）を導入している高等教育機関は全体の 25%に
のぼるという事である。北米などと較べると導入の
割合はまだまだ低いが、ITを活用した教育を行う
際の基盤としてコース管理システムの重要性は広く
認知されており今後ますます活発に利用されて行く
ものと思われる。

IT活用を前面に押し出していない授業であって
も、授業資料の公開やオンラインテストによる学生
の理解度チェック、レポート管理機能などコース管
理システムが活用できる局面は数多い。
広島大学でも 2001年からコース管理システムで

あるWebCTを導入し、全学の教員が利用できる体
制を整えている。この稿では、広島大学でのWebCT
の運用状況、普及活動の紹介し、我々が考える今後
の展開について報告を行う。

2 導入の経緯
広島大学で実施されていた VUプロジェクト1の

フォーラムで、2001年に 3月に名古屋大学の梶田将
司氏によるWebCTに関する講演が行われた。当時
Webを授業支援に活用しようと、独自開発を行っ
たりいろいろなシステムを調査していた我々にとっ
て、授業の運営をさまざまな方向からWebを用い
て支援しようというコース管理システムの概念は非

1初め NIME、後に文部科学省の事業に協力する形で、広島
大学学内で展開されていた e-Learning関連プロジェクト。文系
コンテンツの作成が主な内容であった

常に訴求するものがあり、これさえ導入すれば全て
がうまくいくのではないかと思わせるほどインパク
トがあった。
さっそく 2001年 4月よりWebCT 3.5SEを導入

し、試験運用を開始した。
当時日本語が使えるコース管理システムは国産

のいくつかのものとWebCTしか存在せず、機能の
豊富さから考えてWebCTを選択した。以降何回か
システム選定の機会はあったが、その度にWebCT
を選択してバージョンアップを重ねて現在に至って
いる。WebCTを選択した（選択している）理由と
して

• コースの構成が型にはまっておらず非常に柔
軟（これが逆に難しいととらえられる場合も
ある）

• 利用者コミュニティが活発。特に webct.com
での Q&Aデータベースの充実は素晴らしい。

• perlで書かれていてカスタマイズも一応可能
（最新版の 6.0CE では Java になり不可能に
なった）

• 大規模運用の事例も数限りなくあり、スケー
ラビリティに不安なし

というのが主なものだった。実際にはコース管理シ
ステムのようなものの本格運用を始めると、最も重
要な事の一つは蓄積されたコンテンツがいかに効率
的に再利用できるかという事であり、そう簡単にシ
ステムを別のものに変えてしまうことはできない。

2001年の導入以降運用の主体は情報メディア教育
研究センターであり、サーバの運用、利用者（教員、
学生）サポート、広報などのすべてを同センターで
行ってきた。2004年頃からこの状況は少しずつ変
化するのだがこれについては後述する。



図 1: 教員によりコースを作成するシステム

3 運用状況

3.1 アカウント

この手のシステムでは、センターアカウントや全
学認証用アカウントなどとアカウント管理を統合
するのは必須である。広島大学では、全学認証用に
LDAPサーバがたてられており、ここに登録され
たアカウントでWebCT を利用する事ができるよ
うになっている。WebCTでは LDAPはパスワー
ド認証に使うだけで、氏名などのアカウント情報は
WebCT内部のデータベースに保持している必要が
ある。なので、一日に一回アカウント情報の同期を
とるためのバッチ処理を行っている。
全学認証サーバとアカウントを統合する事によ

り、広島大学の構成員が全員 WebCT を使える事、
広島大学の構成員だけが WebCT を使える事が保
証されるようになるが、現実に WebCT を利用し
て行くにはそれだけでは不足だった。開発したコー
スを学生として試用してみる事が必要になる場合が
あり、その為には通常利用しているアカウントとは
別のものが必要になる2。これに加えて、全学認証
サーバとWebCT アカウントを完全統合する前に
は、教職員は独自管理のWebCTアカウントを利用
していた。このため現在も、認証サーバには存在し
ないような独自WebCT アカウントも有効にして
いる。
また、WebCT上に蓄積された提出物などをその

まま何年か保管する場合の事を考えて、卒業した

2WebCT Vista, 6.0CEではこれは改善されているようであ
る。

学生のアカウントも削除せずにそのまま残してあ
る。WebCT上のアカウントは残されていても認証
サーバからは卒業と同時に削除される為、実際には
WebCTの利用はできない。
現在、全学認証サーバと統合した（していた）ア

カウントとして教職員 11,669件と学生 35,202件、
ローカルWebCTアカウントとして 876件の合計
47,747件がWebCTに登録されている。

3.2 コース

WebCTでは、管理者でないとコースを作成する
事ができない。以前は電子メールによる申請を受
けてメディアセンターでコース作成をしていたが、
2006年度後期より教職員が自分でコースを作成で
きるシステム (図 1)を構築し運用を開始している。
授業と同期してコースを運用する場合、一つの

コースを毎年使い回す方法と、前年度のコースを
雛形に毎年新しい授業を作成して行く二つの方法
が考えられる。前者では教員の負担は少ないが、学
生の提出物の保存や、学生の復習の際に困る事にな
る。後者では、WebCTのスタートページに数多く
のコースが並んで表示されてしまうという問題があ
る。学務システムと連携している多くの大学では、
後者の方式をとっているところが多いようだが、広
島大学では教員の判断に任せている。毎年使い回し
ている教員の方が多数派のようだ。
累積して 673 コースが WebCTに登録されてい

るが、この全てが現在授業で利用されている訳では
ない。2006年度前期に定常的に使われているのは



図 2: 作成したパンフレット

100コース程度だった。
上記のコースのほとんどは通常の教室の授業とリ

ンクしているもの ([1, 2, 3]など)であるが、中には
構成員全体への教育や FDで利用されているものも
ある。例えば、昨年から「オンライン情報セキュリ
ティ講座 [4]」「オンライン情報アクセシビリティ講
座」などが開講されている。また、事務職員が中心
となって「個人情報保護法入門」「教育プログラム
制3入門」などを作成している例もある。

4 普及へ向けて

4.1 支援活動

広報活動としては、パンフレット (図 2)を作成し
て配布4したり、教員向け講習会を行うなどの活動を
行っている。作成したパンフレットは日本WebCT
ユーザ会を通して公開し、いくつかの大学でも利
用されているようだ。また、講習会の内容を元に
チュートリアル形式の入門マニュアルも作成してい
る。作成したチュートリアルは PDF版をWebで
公開するとともに、動画で操作内容を確認できる
Flash 版も作成 [5] してこれもWeb で公開してい
る5。
また、一般の教員が使いやすいような環境を構築

するため、WebCT自体のカスタマイズ [6, 7]や周
辺システムの開発 [8, 9]なども行っている。

4.2 WebCT100プロジェクト

ここまではメディアセンターの活動の話だった
が、2004年度から CMS普及活動の主体が次第に

3http://www.hiroshima-u.ac.jp/prog/
4http://www.riise.hiroshima-u.ac.jp/webct/doc/

booklet.pdf
5http://www.riise.hiroshima-u.ac.jp/webct/sbs/
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図 3: プロジェクト参加科目受講学生数（学年別）

全学組織である教育室へ移行していく。2005年度
には教育室が中心となり、全学的に参加者を募った
「WebCT100プロジェクト」を行った [10]。
プロジェクトの目的は、CMSの全学的な普及を

促すため、各学部で数名～十数名の教員にこれを
経験してもらう事である。各部局で核となるような
利用教員をえる事ができれば、その後の利用拡大の
きっかけになると考えた。
具体的な方策として、(1)年間 100科目のWebCT

コースの新規構築、(2) 実施する教員一人当たり、
30時間のＴＡ経費を所属部局に配分、(3) TAの教
育・管理、CMSサーバー管理、教員のコンサルティ
ング教務補佐員１名の雇用、(4) 年度末に勉強会を
兼ねたプロジェクト報告会の実施、を行った。

4.2.1 実施状況

前期 52科目、後期 51科目の計 103科目がプロ
ジェクトに参加した。このうち、前後期同じ名前で
開講されるものと通年の科目が 6科目あったため、
WebCTのコース数としては 97コースが試行に参
加している。試行に参加するのにWebCT未経験者
という条件を特につけなかったため、97科目には、
前年度までに作成されていた 11科目も含まれてい
る。専門:教養:大学院の割合は 58:28:17であった。
実施科目を担当する教員は、前期39名、後期43名

で、前後期ともに担当する教員が 16名いたため、前
後期で 66名だった。このうち、試行以前にWebCT
の利用経験がある教員は 18名で、残り 48名はこ
の試行で初めてWebCTに触れる事となった。
上記授業を履修している学生は、のべ人数で 4,673

名、実人数で 3,569名だった。図 3は各学年中の試
行参加学生数を示している。括弧内の数字は、各学
年における試行参加学生の割合。教養教育科目が多
いため、１年生の比率が非常に高くなっている。



4.2.2 教員へのサポート

利用者講習会を、前期初めに 2 回、後期初めに
3回行った。通常行っていたWebCT利用講習会と
較べると参加者の数も多く、後期にはセンター外教
員（社会科学研究科石田三樹氏、越智泰樹氏）の協
力を得て、より実践的な講習会を開催する事がで
きた。

9月には、講習会の内容をもとにして基本的な操
作をチュートリアル形式で説明した小冊子『はじめ
てのWebCT6』を作成し、プロジェクト参加教員
に配布した。
個別の利用相談は、基本的に従前のサポート（メ

ディアセンタースタッフによる電話、電子メールで
の利用相談）の枠内で行った。5月にもっとも多く
の問合せがあったが、メール 70本程度（返信を含
む）と電話のやり取りが 5 回ほどであり、他の業
務を兼任するスタッフ一名で十分対応できる範囲内
だった。9月に前述の利用マニュアルを配布した効
果もあってか、後期の 10月、11月にはほとんど利
用問合せはなかった。

2006年 1月に、メディアセンター内に「WebCT
コンテンツ作成支援室」を設置し、（パートタイム
であるが）WebCTサポートに専従する教務補佐員
を一名配置した。2006年 10月の現在も、個別利用
相談の対応と、いくつかのコンテンツ作成プロジェ
クトへの関与をしている。

5 今後の展望
現在は半期で 100科目程度の利用がなされてい

るが、前後期で 2倍と考えてもこれは全学の開設授
業科目数約 15,000の 1.3%でしかない。前述した通
り全ての科目でCMSの有効活用がなされることは
考えていないが、現在の 10～20倍の伸びしろはあ
り、その為にはさらなる普及活動が必要であると考
えている。
支援活動に関しては、今後はコンテンツの著作

権、ITを利用した場合の教授法の改善というとこ
ろまで踏み込んだ内容が望まれる。この範囲になる
と、現在のメディアセンターの守備範囲を越えてお
り、支援室の更なる充実が必要となる。

CMSと学生情報システムの連携に関しては、現
在は希薄な連携であるが今後より緊密な連携へと発
展する必要がある。連携の方法はいくつか考えられ
るが、現状の本学の利用状況では、すべての科目で

6http://www.riise.hiroshima-u.ac.jp/webct/doc/

webct-sbs.pdf

対応するCMSコースを準備するのは資源の無駄遣
いでもあり、学生から見ても内容のないコースが大
量に出来てしまう事になり使い勝手がよくないだろ
う。学生情報システム内に CMSコース開設のため
のスイッチを用意しておき、それを操作するだけで
すむようになっていればよいと考える。
広島大学におけるCMS運用は、メディアセンター

による試行と認知促進の段階を終え、全学での普及
推進の段階に入りつつある状態である。支援体制
はまだ十分とは言えないものの、全学の方針として
コース管理システムの積極的な利用を促進するべ
くいくつかの組織が動き始めている。この状況のも
と、CMSの普及が十分に進み、本来の目的である
授業の質的向上が実現する事を期待したい。
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